
令和　　年（家　　）第　　　　　　号（期日通知等に書かれた事件番号を書いてください。）
送達場所等及び連絡先の（□変更）届出書
１　送付（送達）場所について
冒頭事件について、書類の送付又は送達を受ける場所等を次のとおり届け出ます。

	冒頭の事件について、裁判所からお送りする書類をあなたが受領したい場所（送達場所）について記載してください。以後あなたに対する書類は、届け出た場所に宛てて送ることになり、あなたが書類を受け取らなくても受け取った場合と同様の法律上の効果が発生することもありますので、届出場所は慎重に選んでください（家事事件手続法３６条、民事訴訟法１０７条）。


　(1)　送付（送達）場所

□　申立書記載の住所のとおり
□　秘匿事項届出書面（秘匿申立ての添付書面）と同じ
□　下記の場所(Ａ)
　　　　場所：（〒　　－　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　場所と本人との関係：□住所　□就業場所（勤務先名：　　　　　　　　　　）　
　　　　　　　　　　　　　 □その他　　　　　　　　　　（例　実家等）
  (2)　送達受取人(Ｂ)（※上記で「その他」を選択し、その場所にあなたが居住していない場合に記入してください。）
　　　　送達受取人（氏名）：　　　　　　　　　　　　　
　　　　届出人との関係：　　　　　　　　　（例　父母、兄弟姉妹等）
２　平日昼間の連絡先について(Ｃ)
□秘匿事項届出書面（秘匿申立ての添付書面）と同じ
□　携帯電話番号：　　　　　　　　　　　　　
　　　　固定電話番号（□自宅／□勤務先）：　　　　　　　　　　　　　
　　□　できる限り、□携帯電話／□固定電話への連絡を希望する。
３　送付（送達）場所及び連絡先の非開示希望の申出について
　　□　非開示の必要はありません。
反対当事者等に知られることで、社会生活を営むのに著しい支障が生じるおそれがあるなどの場合には、具体的な事情を記載し、次の該当する欄にチェックをしてください。

（非開示を希望する具体的な事情）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　□　送付（送達）場所(Ａ)の非開示を希望します。
　　□　送達受取人(Ｂ)の非開示を希望します。

　　□　連絡先（□携帯電話／□固定電話）(Ｃ)の非開示を希望します。
 ＊ 非開示を希望した場合であっても、申立書記載の住所等で既に反対当事者等に知られているなどの場合は、裁判所の判断により、必ずしも希望どおりに非開示にされるとは限りませんので、御注意ください。また、氏名等について秘匿の申立てをしたい場合には、職員までお知らせください。
令和　　年　　月　　日
　　　　　　□申立人／□相手方　　氏名：　　　　　　　　　　　　　　　㊞
